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救急医療対策事業実施要綱

款

針路 03
分野施策 0303

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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　急な病気やけがについて、県民が＃７１１９に電話す
ることにより、２４時間３６５日、看護師による相談又
は受診可能な医療機関の案内を受けるとともに、ＡＩを
活用したチャット形式の救急相談機能を整備する。
　これにより、県民の不安解消及び軽症患者の集中によ
る救急医療機関の負担の軽減を実現する。
　ア　大人の救急電話相談事業
　イ　小児救急電話相談等事業
　 (ァ)小児救急電話相談事業
 　(ィ)こどもの健康、みんなで支え愛事業
　 (ゥ)小児医療研修事業
　ウ　救急医療情報センター運営事業
　エ　救急相談AI活用事業

（１）事業内容
　　ア　大人の救急電話相談事業　　　　　　　　157,214千円
　　　　大人の救急電話相談体制強化事業　　　　 90,955千円
　　イ（ア）小児救急電話相談事業　　　　　　　 96,558千円
　　　（イ）小児救急電話相談体制強化事業　　　 70,276千円
　　　（ウ）こどもの健康、みんなで支え愛事業　　  700千円
　　　（エ）小児医療研修事業　　　　　　　　　　1,285千円
　　ウ　救急医療情報センター運営事業　　　　　 79,426千円
　　　　救急医療情報センター運営体制強化事業　102,576千円
　　エ　救急電話相談ＡＩ活用事業　　　　　　　  7,000千円

（２）事業内容
　　　急な病気やけがについて、県民が＃７１１９に電話することにより、２４時間３６５日、大人・子供を問わず看護
　　師による相談又は受診可能な医療機関の案内を受けられる体制を整備する。
　　　また、ＡＩを活用して、いつでも気軽に相談できるチャット形式の救急相談機能を整備することにより、新たな利
　　用者の拡大を図り、適正受診を推進する。

（３）事業効果
　　救急電話相談、AI相談の運営等による適正受診の推進により、救急医療機関の負担を軽減し、適切な救急医療体制が
確保できる。
　　【活動指標（アウトプット）】電話相談体制の強化
　　【活動成果（アウトカム）】重症救急搬送患者の医療機関への受入照会が４回以上となってしまう割合の減少。

２　事業主体及び負担区分
ア（県10/10）
イ（県10/10）
ウ（国1/3・県2/3）
エ（県10/10）

３　地方財政措置の状況
ア　特別交付税措置

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.8人＝7,600千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 繰 入 金

決定額 605,990 54,599 168,819

前年額 347,024 26,469 99,259 221,296

― 保健医療部 100 ―

介護・医療体制の充実

382,572 258,966

地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 157,214千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 157,214 △267

合計 157,214 △267

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 351 △117 運営協議会

需用費 4 △1 運営協議会

役務費 174 0 通信運搬費

委託料 156,595 △119 大人の救急電話相談事業

使用料及び賃借料 90 △30 運営協議会

合計 157,214 △267

事業内訳書

救急電話相談運営事業費

大人の救急電話相談事業費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 90,955千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 90,955 90,955

合計 90,955 90,955

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 1,260 1,260 通信運搬費

委託料 89,695 89,695 大人の救急電話相談体制強化事業費

合計 90,955 90,955

大人の救急電話相談体制強化事業費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 96,558千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 96,558 △666
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 96,558 △666

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 3,774 △666 通信運搬費

委託料 92,784 0 小児救急電話相談事業費

合計 96,558 △666

主な内容

小児救急電話相談事業費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 70,276千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 70,276 70,276
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 70,276 70,276

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 70,276 70,276 小児救急電話相談体制強化事業費

合計 70,276 70,276

単位事業名 予算額 700千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 700 △50
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 700 △50

主な内容

小児救急電話相談体制強化事業費

主な内容

主な内容

こどもの健康、みんなで支え愛事業



 

 

単位事業名 予算額 700千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 700 △50 印刷製本費

合計 700 △50

単位事業名 予算額 1,285千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 1,285 0
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 1,285 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 1,285 0 小児医療研修

合計 1,285 0

主な内容

こどもの健康、みんなで支え愛事業

主な内容

小児医療研修事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 79,426千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 23,827 △2,642 救急医療情報システム推進費補助金
医薬費補助金 補助率　1/3

一般財源 55,599 △1,580

合計 79,426 △4,222

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 79,426 △4,222 救急医療情報センター運営事業費

合計 79,426 △4,222

救急医療情報センター運営事業費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 102,576千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 30,772 30,772 救急医療情報システム推進費補助金
医薬費補助金 歳入　1/3

一般財源 71,804 71,804

合計 102,576 102,576

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 102,576 102,576 救急医療情報センター運営体制強化事業費

合計 102,576 102,576

救急医療情報センター運営体制強化事業費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 7,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 7,000 364

合計 7,000 364

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 7,000 364 救急電話相談ＡＩ活用事業

合計 7,000 364

主な内容

救急電話相談ＡＩ活用事業

主な内容


